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令和2年3月4日（火）　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：石田　美夏
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・2月中の評価：転倒転落アセスメントシート、LASMI、AUDIT、HDS-R
・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。

＜研修案内＞

・第9回院内研修

日　時：令和2年3月11日（水）、12日（木）17:30～18:30
場　所：メンタル3階会議室
テーマ：｢行動制限について(実技)｣
講　師：東病棟　金谷Ns

＜利用者様情報＞
デイケア
・鈴木　碧様　　～先日、特定利用者（夏堀麗紗様）より、仲直りをしたい為本人へ意向を聞いて欲しいとの事で確認する。相手の真面目な相談におちゃらけて返したり、はっきりと否定して怒らせてしまった為反省し、謝罪の気持ちがあると返答している。しかし、お互いコミュニケーションが苦手である事や相手の依存が強く、仲直りしても同じ事の繰り返しで調子を崩してしまう為今は見合わせたいと言う。本人の了解を得てスタッフから相手へは謝罪の気持ちは伝え、仲直りは見合わせたいと伝える事としている。

デイナイトケア
・大下　良悦様　～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後、険しい表情で過ごしており、移動時に踵部から接地するようにして歩行していたとのこと。その後、喫煙すると左記症状は落ち着いていた様子。本日のデイナイトケアでは、
落ち着いて過ごすことが出来ており作業療法ではロジック課題に取り組んでいる。
・奥山　以依子様～スタッフへ近づき、「ズボンがきつくてどうにもなりません」と話している。スタッフがベルトを緩めることを提案すると、ズボンのファスナーを下ろしその場で脱ごうとしている。スタッフが声掛けし、トイレなどの人目の付かない場所へ行くよう話すも「え？いや」と拒否的である。再三の声掛けにて、脱ぐことを止めている。スタッフがベルトを調節すると「少し良くなりました」と話し、その場を離れている。

ショートケア
特記なし。
